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学校長　今井 秀幸
(公印省略)

　令和５年度における当校の学校関係者評価を行い、ここに、【学校関係者評価結果】報告書を公表いたします。
　今後は、報告書にある改善事項等を真摯に受け止め、関係各位のご意見及びご指導を賜りつつ、全教職員一丸となって改善や工夫
を図り、教育水準の更なる向上を目指して参りたいと思います。今後とも、なお一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

適正度 ご意見

※適正度は、全委員の平均値を表示
※ご意見は要約させていただきました。
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その他のご意見

9 法令等の遵守 3.3
・何でもネットで調べられる時代なので、法令等敏感に対応できるよう視野を広げる体制づくりを
期待します。
・概ね問題なし。適切に運営されていると考えます。

引き続き見直しや整備に努める。

10
社会貢献・地域貢
献

3.4
・地域に密着した学校経営を引き続きお願いします。
・地域社会とのつながりを大切にし、社会貢献・地域貢献がなされていると考えます。

当校の教育資源を活用し社会貢献・地域貢献の活動を続ける。

7 学生の受入れ募集 3.3

・その分野に特化した力を、自分の身につけられる事の魅力を提案していかれれば良いと思いま
す。
・SNSの使用に疑問あります。LINE＝連絡、Insta＝公式、Youtube＝１番、X（twitter）＝情報
チェック、動画のコンテンツを増やすべきでは。
・広報活動等を積極的に行い、学生募集活動が行われている。学生個人の特性に合わせた支援
も行われており、評価出来る。

次年度のホームページリニューアルに向けご意見を参考とさせ
ていただきます。
SNSの活用についても引き続き研究、更新する。

8 財務 3.0
・収支計画は、前年との比較が無かったので良く分かりませんでした。
・概ね問題なし。適切に運営されていると考えます。

今後も健全な学校運営を実施する。

5 学生支援 3.4
・専門学校ならではのサポート体制だと感心する事が多いので、今後も引き続き強みを活かした
サポート体制を期待します。
・概ね問題なし。ほぼ適切に学生支援が行われていると考えます。

学生及びご家庭が各種支援制度を利用できるようサポーに努
める。

6 教育環境 3.6
・学生が学びやすい環境は大事なので、設備、備品整備など、維持していただければと思いま
す。
・教育環境は、年を追うごとに整備されており問題ないと考えます。

学生が安心して学べる環境を提供できるよう、維持や見直しを
計画的に行う。

3 教育活動 3.5

・時代背景に合わせたカリキュラムを提供できている点が素晴らしいと思います。
・社会人としてのマナーや、一般常識の教育が不足していると思います。学生は自分の成績情報
等を閲覧出来るシステムがあるのですか？
・概ね問題なし。適切に教育活動は行われていると考えます。

今後も企業との連携や当校独自の特色ある教育活動を実施す
る。
専門教育だけでなく、マナー、一般常識なども指導できるよう授
業の工夫、研究をする。

4 学修成果 3.8

・各学科、目指す分野は異なりますが、それぞれの生徒に合わせた学習方法と、最終的に各生
徒の到達レベルを維持するカリキュラムを維持していただければと思います。
・学科によっては、就職するイメージが出来ていないのか、意識の低さが目立ちました。
・各学科、それぞれに工夫を凝らし、資格の取得につなげている点が評価できます。

就職意識の低い学科は、キャリア教育や就職活動のサポート
等、学生本人・担任・就職部の連携を密にし意識を高める。
学習については引き続き資格取得率、技術・知識取得など高水
準を維持する。

1 教育理念目標 3.6
・オープンキャンパスにて職業教育の特色をＰＲしていく事が大切だと思います。
・オープンキャンパスやＷｅｂなどでの情報発信により、教育理念や特色についての情報を周知
することが出来ている。

今後もホームページや学校案内等を活用し入学予定者（学生）
や父母等（保護者）、各関係者へ学校理念等を周知し理解を図
る。

2 学校運営 3.1
・コンプライアンスの体制整備など今後に期待します。
・概ね問題ないが、組織運営等についての整備の継続は必要と思われます。

コンプライアンスの体制整備などについては引き続き、研究、規
則やマニュアル等の見直しに努める。
新体制の組織となったため、各所と連携や調整を取りながら確
実な学校運営を行う。

「令和5年度　学校関係者評価結果報告書」の公表について

適正度　4：優良　　3：適切　　2：要改善　　1：不適切

評価項目
学校関係者評価結果 学校関係者評価結果

を受けての改善事項


